
 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   必要書類をご準備の上、主に使用を予定している市民センターの窓口でお手続きください。 

   登録受付期間 令和３年２月５日（金）から令和３年２月２８日（日）まで 
   ※ 期間内に手続きが行われない場合、６月分以降の使用料が減免されない場合があります。 

手続きに必要な書類等 

新規申込 継続申込 

町内会 
町内会 
以外 

10割減免 
（2～5項の 

団体除く） 

５割 
減免 

① 仙台市市民センター使用料減免登録申込書 

※用紙は市民センターで用意しております 
〇 〇 〇 〇 

② 会則 － 〇 － 〇 

③ 事業計画書 ※直近のもの － 〇 － 〇 

④ 名簿 ※氏名・住所が記載されている最新のもの － 〇 － 〇 

⑤ 令和２年の減免登録証の写し（コピーしたもの） － － 〇 〇 

⑥ 利用者カード 〇 〇 〇 〇 

＊ ＊ ＊ 詳しくは窓口へお問い合わせください ＊ ＊ ＊ 

〒981-8006 

仙台市泉区黒松 1-33-40 

TEL  ２３４－５３４６ 

FAX  ２１９－２０３８ 

令和 3年 2 月 1日発行 
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開催中！ 

新型コロナウイルス感染症におけるワクチン集団接種会場として「市民センター」が会場候補となった 
ため、４月利用分の予約受付を一時停止することとなりました。 今後の詳細につきましては決まり次第 
お知らせいたします。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

くろまつ 

ミニギャラリー 
 

 

●２月の展示予定 

（3月まで週替わりで展示予定） 

★第 1週（2/2～2/6） 

  うるし絵・金継ぎ 

★第 2週（2/9～2/13） 

花絵（ちぎり絵） 

★第 3週（2/16～2/20） 

パッチワーク作品 

（タペストリー、バッグ） 

 

ただいま、黒松市民センターで、「くろまつ

ミニギャラリー」を開催しています。 

手づくり作品を週替わりで入れ替えて展示し

ておりますので、ぜひ、お立ち寄りください。 

期間：令和 3 年 2 月 10日（水）まで（市民センター休館日を除く） 

時間：9時 00分～16時 30分（最終受付 16時 00分） 

場所：市民センター56館（水の森
※
・東中田

※
・湯元・馬場を除く） 

  ※大規模改修工事に伴う休館のため 

主催：（公財）仙台ひと・まち交流財団 

 

新型コロナウィルス感染症の影響により、たくさんの方に
集まっていただくことが難しい現状ではありますが、感染防
止対策を行いながら、地域や市民センター事業について、さ
らに知っていただけるよう、各市民センターにて楽しいクイ
ズをご用意しています。ぜひお近くの市民センターへご来場
の上、クイズラリーにご参加ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       
※このセンターだよりはリサイクルできます 

２月のセンターご利用案内 
 休 館 日 1 日（月）、8 日（月）、12 日（金）、15 日（月）、22 日（月）、24 日（水）  
 ホール個人使用日  6 日（土）、14 日（日）、20 日（土）、28 日（日）※各 13：00～16：30 

 

泉図書館 黒松分室開館日  2 日、5 日、９日、16 日、19 日、23 日、26 日 

            市民センター休館日を除く毎週火曜日・金曜日（12：30～16：30） 

 

黒松地区歴史散策１５  泉区の山の寺洞雲寺の石碑を読む（その６）  

「山の寺洞雲寺」は、１３４０年頃に明峰
めいほう

禅師
ぜ ん じ

によって新たに洞雲寺と

して開山した。岩沼で明峰禅師と会ったあの老人は、圓通寺の付近に棲む

白狐だった。圓通寺の観音像を圓通寺が消失する前に窟屋に隠して置いた

と、明峰禅師に安置してくれるように頼んだのであった。そこで、禅師は

この窟屋に観音像を安置し、白狐を祠に祀った。それから数十年が過ぎ、

洞雲寺は無住の寺になってしまった。応永７（1400）年頃、遠江
とおとうみ

（静岡

県）出身の梅國
ばいこく

祥
しょう

三
さん

禅師がすっかり荒れ果てた洞雲寺にやって来た。 

そして、この窟屋で座禅を組んでいると、そこへ、２０歳前後の若い美男、 

美女が毎日やって来て、花と供物を手向けるようになった。あるとき、いつまでも帰らずに涙を流す２人に、禅

師は声をかけた。２人は、「自分たちは明峰禅師のおかげで彼方に去った毒竜（普美子と竹阿の化身）だが、こ

れまでの悪業を悔い改め、もう一度貴方さまの仏法の力で成仏したい」と懇願した。そこで、禅師は「菩薩戒」

を授け法名を与え、二匹の竜が神となり、いつまでも安泰でいられるように祈祷したと伝えられている。２人は

お礼にと竜の歯と牙を置いていずことなく去って行った。その後、禅師は、当時の国主国分公にこの寺の再興と

仏閣を建てる許可を願い出て洞雲寺が再興された。          七北田宿歴史研究会 加藤恵子 

資料：泉市史「洞雲寺石碑」より口語訳 加藤恵子 

            写真：仙台市ホームページ 泉区 泉なつかし写真館－第 2回 山の寺洞雲寺より 

 １/９（土）に市民センターのホールを会場として「ジュニ

アリーダーとあそぼう」を開催しました。最初は緊張してい

た子どもたちも中学生と高校生のジュニアリーダーのお姉さ

んやお兄さんのリードで色々なゲームに挑戦し、楽しく遊ぶ

ことができました。 

 

 １/14（木）、黒松二丁目公園（通称三角公園）では毎年

恒例の「どんと祭」が開催されました。今年も祭壇とお焚

き上げの場所を作り、コロナの一日も早い収束と一年の無

病息災を願って地域の皆さんがお参りしました。 

黒松市民センター敷地内の松の木の剪定・伐採作業を 2 月 1 日（月）と 2 月 8 日（月）
の 9 時～17 時に行います。何かとご迷惑をおかけすることと存じますが、安全第一
に作業を進める予定です。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

梅國禅師が座禅を組んだ 

窟屋（右端） 


